
 大分大学教育学部附属中学校 学校通信                            No.１０ 

 

 

 

 
 

生徒会活動のバトンが３年生から２年生へ  
 いよいよ生徒会活動全般が３年生から２年生にバトンタッチされ、2 月 

１０日（金）に行われた全校朝会から、２年生の生徒会執行部が中心とな 

って各専門委員会の常時活動について提案を行いました。 

 3 年生からの引き継いだ素晴らしい伝統を、２年生、１年生一人ひとり 

がしっかりと受け継ぎ、より「気品」と「魅力」あふれる学校にしていく 

ためにも、志を高く持って生徒会活動や各種行事に取り組んでほしいと願 

っています。 

 

生徒が相談したい教職員を選んで教育相談 
「私はいろいろな事に興味があります！英語、ピアノ、そして今はダンス！」 

年３回開催している教育相談うち、３回目の教育相談は、各担任との相談では 

なく、生徒が私を含めた管理職や他学年の教職員を指名して相談ができる形式で 

行っています。 

私も、日頃ゆっくりと話をすることができない生徒を前に、勉強や進学、友だ 

ち等の悩み、また、学校への要望等について話を聴くことができました。 

「全校生徒を全教職員で支え育てていく」という趣旨をもつこの教育相談は、 

本校の魅力ある教育活動の一つです。 

 

第３回 学校評議員会を開催 
２月９日（木）に、第３回学校評議員会が開催されました。第２回はコロナ 

感染拡大防止のため中止となりましたが、今回は生徒たちの授業の様子を参観 

した後、１年間の学校経営全般についてご意見をいただきました。 

 

《学校評議員の方々からいただいたご意見等》 
・生徒たちの授業を受ける姿からやる気が伝わってきた。 

・教師と生徒との信頼関係から成り立っていることが感じられた。 

・授業は、ICT をふんだんに活用し、熱量がある。 

・授業については年々活性化しており、授業の質が向上している。 

・授業で「どうして？なぜ？」という「問い」があることが大切。 

・生徒の知的好奇心をもっと掻き立てるような教師の視野が必要。 

・「自主・自律」の意味、「多様性」とは何か。多様性を尊重する 

とはどういうことなのか。「無言」での移動や清掃は何のためか 

等一つひとつをしっかりと考えさせて行うことが大事。 

 

北野 学長 附属四校園視察 
大分大学 北野 正剛 学長による附属四 

校園の視察がありました。 

本校では、これまで整備していただいた 

教育環境の状況や生徒の授業の様子などを 

見ていただきました。 

２年 D 組の中川  大地さんが北野学長へ 

英語で歓迎の言葉を述べると、北野学長も 

英語で「附中生として期待すること」を直 

接生徒たちに話をしてくださり、生徒たち 

は学長の想いを真剣に受け止めていました。 

短い時間でありましたが、北野学長に附 

属四校園の魅力ある教育活動を見て感じて 

いただいた貴重な時間となりました。 

 
令和５年 ２月２８日 

文責：校長 御手洗 宏昭 大 鴻 
お お      と り 

◇◇◇ ３月の行事予定 ◇◇◇ 
３/１（水）校内研 

３/２（木）お別れ会 

      同窓会入会式 

３/３（金）第７２回卒業式 

３/７（火）県立高校一次入試（１日目） 

      Casual Day 

           １・２年ＰＴＡ（午後） 

３/８（水）県立高校一次入試（２日目） 

３/９（木）２年クラスマッチ（雨天時 3/16） 

３/10（金）県立高校一次入試合格発表 

R5度前期生徒会役員選挙立会演説会 

15 分延長帰学活（R Day）  

３/13（月）選挙結果発表（帰りの放送） 

３/14（火）専門委員会 

３/15（水）10 分延長帰学活（６期振り返り） 

３/16（木）県立高校二次入試      

３/17（金）修了式 

      県立高校二次入試合格発表     

３/18（土）転入学試験 

３/21（火）春分の日 

３/30（木）離任式 

３年生の生徒会執行部と２年生生徒会役員代表 

中川さんの英語での歓迎の言葉 

英語で生徒に話をする北野学長 

勉強や友達の事などについて相談をする生徒 

生徒の意見に耳を傾ける学校評議員 


